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2009 年度ＩＣＵ夏期日本語教育 コース報告 
 
Ｃ１ セクション A, B 
Ⅰ 担当講師名 
A: 貴志佳子（コースヘッド）、小島祐子 B: 岩下芙美（コースヘッド） 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 １９名 男性 ４名 ・ 女性 １５名 
国籍 
A: アメリカ６名、カナダ２名、中国・ネパール 各１名 
B: 中国３名、アメリカ３名、ブラジル・カナダ(日本とのハーフ)・オーストラリア 各１名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 Japanese for College Students, Basic Vol.1 





































































日   時 ７月２４日（金） 




























































































































日   時 ７月２４日（金） 









































主教材 『Japanese for College Students, Basic Vol.3』 
副教材 自作プリント 
『げんきⅡ』『レベル別日本語多読ライブラリー 2』『文法が弱いあな
たへ』『みんなの日本語 初級で読めるトピック 25』 
視聴覚教材 『みんなの日本語日本語初級Ⅱ聴解タスク 25』 
『わくわく文法リスニング 99』 




















   第二稿(1%) 
















































日   時 ８月４日（火） 
行 き 先 江戸東京たてもの園 








































Ｃ４ セクション A, B 
Ⅰ 担当講師名 
A: 河原由祐子（コースヘッド）、佐々木真実 B: 下谷麻記（ヘッド）、黒河和恵 
Ⅱ 学生のうちわけ 
学生数 AB ともに 16 名 A 男性 6 名・女性 10 名、 B 男性 7 名・女性 9 名 
国籍 
A: アメリカ１０名、中国４名、カナダ・インド 各１名 
B: アメリカ１３名、中国・ドイツ・シンガポール 各１名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 日本語中級 J-301(スリーエーネットワーク)、ICU 中級コース漢字 1 
副教材 「留学生のためのここが大切文章表現のルール」 
「レベル別日本語多読ライブラリー」「いつかどこかで」 





(i) 語彙: 各課の本文に出てくる単語を中心に、中級レベルの語彙力を向上させる。 
(ii) 文法: 各課の新出文型、表現が理解でき、実際の文脈の中での運用力を身につける。 
(iii) 漢字: 159 字の新出漢字とそれらの漢字を使った複数の熟語の読み書きができる。 






レッスンテスト  4 回 
期末試験 
中間試験 

















基本的に 1 週間で 2 課進み、金曜日に 2 課分のレッスンテストを行う。単語テストと漢字テス

































日   時 ７月２４日（金） 















セクション B は、レベル判定会議で C3 と C4 の間と判定された学習者を中心とするクラスであっ
たため、前半は特に初級文法の復習を随時取り入れることで、土台を強固することに少し時間を費


















３人グループ）にもよるが、たいてい 6,7 回は発表できたという報告だった。 






















主教材 『日本語中級 J501』スリーエーネットワーク（第 1 課～第 6 課） 
『ICU 中級コース 2 漢字』 
副教材 『中・上級日本語教科書 日本への招待 第 2 版』東京大学出版会 
『速読用の文化エピソード 日本語中級用』凡人社 
『聞いて覚える話し方 日本語生中継 中～上級編』くろしお出版 




























教科書を使用する授業は、約 1 週間で 1 課を終了できるよう、以下のように進めた。 
① 予習として本文の大意を取る（宿題） 
－122－ －123－
② 本文読解（1 コマ） 
③ 文法と練習 A・漢字（2 コマ） 
④ 本文読解（1 コマ） 
⑤ 単語クイズ、「ことばのネットワーク」（1 コマ） 
⑥ 「話してみよう」（1 コマ） 
⑦ 漢字クイズ＋教科書以外の活動 
⑧ 文法クイズ＋教科書以外の活動 

































は作文で書いたテーマのうち 3 つについて話してもらった。 









日   時 7 月２８日（火） 





































学生数 ７名 男性 ４名 ・ 女性 ３名 
国籍  アメリカ５名（うち２名継承語学習者）、中国（香港）・日本 各１名 
Ⅲ 教材（書名、扱った課の番号など） 
主教材 『日本語中級 J５０１』 (L.7-10) スリーエーネットワーク 
－124－ －125－
『ICU 中級コース３ 漢字』 





作文：  「留学生のための時代を読み解く上級日本語」スリーエーネット 
ワーク、「留学生の日本語」アルク社 
視聴覚教材 Go! （映画 DVD）  
佐賀のがばいばあちゃん（映画 DVD） 
めざせ！会社の星 （NHK テレビ番組） 
“好きなものだけ食べたい”～小さな食卓の大きな変化～ （NHK テレビ番組） 




























文法 ２－３コマ （読解のための準備として） 

























日   時 ８月４日（火） 







































A: 目黒秋子（コースヘッド）、ベーケン眞佐子  
Ⅱ 学生のうちわけ 




主教材 「どんな時どう使う 日本語表現文型 500 中・上級」 
副教材 教科書：「留学生のための時代を読み解く上級日本語」スリーエーネッ
トワーク 
「大学・大学院 留学生の日本語１ 読解編」 アルク 
「大学・大学院 留学生の日本語３ 論文読解編」アルク 










「In a Grove (藪の中)」Seven Modern Classics in Parallel Text pp80-143, 
Kodansha 
視聴覚教材 映画「バブルへ Go！」 





























読解         週２－３コマ 
速読         週１－２コマ 
表現文型       週２コマ 
作文         週１コマ 
聴解         週２コマ 
オーラル       週２コマ 
ビジターセッション  週１コマ 
























































日   時 ７月３１日（金） 
行 き 先 「相田みつを美術館」（国際フォーラム） 
活動内容 相田みつを美術館を訪問し、作品を鑑賞した。訪問後には、インフォーマルに
学生たちと感想を話したり、後日スピーチとして「相田みつを作品」について
発表してもらった。 
Ⅸ 総括（良かった点、反省点、特色ある活動、今後の課題等） 
（良かった点）優秀でまじめな学生ばかりで、予習や宿題などきちんとこなしてくるため、予想よ
り速いペースで学習を進めることができた。また。学生たちがよく努力し、ドラマプロジェクトや
レポート作成についても最終的に完成度の高いものができた。後半、個人的な問題で授業に出てこ
なくなった学生が一名いたことは残念だった。 
（特色ある活動） 
今年度は、新しい試みとしてドラマプロジェクトを行った。芥川龍之介の「藪の中」を原作として、
現代の時代背景や社会問題を踏まえ、学生自らが役柄やあらすじを考えてシナリオを書き、現代版
－128－ －129－
の「藪の中」という劇を上演した。この劇が完成するまでに、学生たちと教師や日本人ボランティ
アの学生との間で協同作業が行われた。自作の劇の上演というひとつの大きな課題に向かって、話
す、聞く、読む、書くという四技能を合的に使い、日本語能力を向上させることを目指した。話す・
聞くことについては、劇を作り上げるために学生、教師、日本人ボランティアの間で多くのディス
カッションが行われた。また劇の発表のための発声練習や発音、イントネーションの練習などを行
った。読むことに関しては、協同作業でできたあらすじや他の人の台詞を読んでアドバイスをする
こと、他人のレポートを読んでアドバイスするなどの活動を行った。原作の芥川作品「藪の中」は
日英対訳のついたものを読んだ。書くことについては、シナリオで自分の台詞を書くほかに、劇を
作るために自分の興味のある分野についての研究をさせ、それを引用した研究レポートを作成し
た。ドラマプロジェクトには週２－３時間をあてたが、その他にも適宜オーラルの時間に劇の練習
や発音・発声練習を入れたり、作文の時間は研究レポート作成のためにあてたりと、ドラマプロジ
ェクトを中心とした授業スケジュールとなった。 
（反省点、今後の課題） 
今年度は昨年度の反省を踏まえ、学生の負担を減らすために読解の小テスト（漢字・語彙クイズ）
の範囲をやや縮小した。例えば、ひとつの読み物に対して１０個の漢字語彙を範囲としたのは同じ
であるが、語彙クイズは覚えるべき語彙として２０個程度の語彙を選びリストにして渡した。また
語彙の定着を図るため、ほぼ一週間ごとにテーマの同じ読み物を選ぶ、聴解のニュースでも読解と
同じテーマのものをとりあげる、映画を３週間に渡って扱うなど、繰り返し扱うことにより語彙の
定着を図った。プロジェクトにかける時間や労力を考えてこのようにしたが適当であったと思う。
反省としては、漢字の教科書を使用していないため、漢字を体系的に学ばせることが難しかったこ
とがある。文法については抜けている事項が学生によってあり、個人セッションの時間を使っても
対応が足りない学生もいた。Ｃ７レベルとは言っても学生の能力にかなり差があるため、文法や漢
字の取り扱いに注意が必要である。また、プロジェクトなど日本語能力を総合的に伸ばす活動の評
価方法（途中経過や個々の技能と完成されたものの割合など）を検討する必要がある。 
 
－130－ －131－
